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表１　土壌凍結促進による砕土性および透水性向上効果

表２　土壌凍結促進が作物生産性に与える効果（農試試験、現地実証試験）と留意点

図２　土壌凍結促進が地温および作土水分の推移に及ぼ

す影響（2015/16年、ｎ＝７）

注）最大凍結深：無処理区7±4cm、凍結促進区28±6cm。

図３　雪踏み条件での土壌凍結深推定モデルによる推定値と⇒

実測値 ( オホーツク現地、2016/17年 ) 

図１　土壌凍結深と窒素残存率の関係

　　　（2015/16年、オホーツク10箇所、

十勝３箇所）

注１） 窒素残存率 (%) ＝（融雪後の無機態窒素量／前年

11月の無機態窒素量 ) ×100

注２） 同一試験地におけるプロットを線で結んで表示。

実線は黒ボク土、点線は非黒ボク土（低地土・泥

炭土）を示す。

詳しい内容については、次にお問い合わせ下さい。

道総研十勝農業試験場

電話（0155）62－2431　E-mail：tokachi-agri@hro. or. jp
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